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2016 年９月１日/75号 
＜発行＞八幡まるごと館/八幡市男山松里１２－２０
（TEL&FAX）０７５－９８３－３６６４(９時～17 時) 
（E-MAIL）yawata@marugotokan.net 
ホームページは http://marugotokan.net/ 
又は、八幡まるごと館で検索して下さい 

●   
八幡まるごと館は街行く人のだれもが自由に立ち寄れる“地
域サロン”です。休館日は毎週火曜日全日と土･日午後です。 
 

 

 

んでいる。クマよけに叩くためのようだ。これ
が1合目までにいくつもぶら下げられていた。 
途中に、携帯トイレブースの看板があり、側

にはテントが張られている。「なるほど携帯ト
イレはここで使うのか」とガッテン。 
3合目からは、高い木はなくハイマツが岩 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 

 

 

 

 

く8合目。 
 9 合目を
過ぎ目の前
に山頂を望
みながら歩
い て い る
と、広い庭
園 が 現 れ
た。薄紫の
コイワカガ
ミや白色の
ミヤマヤマ
ブキショウ
ウマなどの 
 

 
湧水 

小雨が降り出したので、手早く食事を
すませ、早々に登ってきたルートを下山
した。小雨で蛇紋岩が滑りやすくなって
いるため足の踏ん張りが必要だ。 
第 3日目 （7月 25 日：月） 

柳沢登山口（馬返）～岩手山 8合目 
岩 手 山 登

山口から1分
程のところ
に水場があ
り、冷たい湧
水が溢れ出
ており、ペッ 
 トボトルに詰める。水場の側には、「8合

目避難小屋への薪のボッカにご協力くだ
さい」の看板があり、登山者へ協力を呼
びかけている。各自の体力に応じた薪を
ザックに取り付けた。9時に登山開始、7
合目に到着。やっと展望が開け山頂付近
が見え出した。今日は月曜日のためか 
 

 

 
早池峰山頂付近 

 

早池峰山頂 

 
岩手山山頂2026ｍ佐野忠厚さん 

 
1400ｍ付近からの展望 

1770ｍ付近８合目避難小屋 11時40分山頂（1914ｍ）に到着。祠に感 
謝の祈りを捧げる。 

 

 
チングルマ 

 
キンロバイ 

 
チシマフクロウ 

 
ヤマアズマギク 

て、明日早く出発することにした。 

 
ハヤチネウスユキソウ 

ミヤマオダマキ 

ナンブトラノオ 

ナンブトウウチソウ 
 
 

高山植物が咲き乱れている。まさに 
雲上の楽園のようである。 

 
  

 

 

肌を覆う岩石の世界
だ。我々 の一番の関心
はヨーロッパエーデ
ルワイスに近いと言
われているハヤチネ
ウスユキソウである。
5 合目あたりからは多
く見ることができる。 
10 時半ごろに、 

 5 合目に到着。この時間になるとガス
が出てくる。ガスの向こうに覆いかぶ
さるような大きなドーム状の岩が現
れた。ドームを巻くと、急勾配の鉄梯
子が現れた、慎重に登りきるとまもな 

登山者に出
会うことは
ほとんど無
い。14 時15
分8合目避難
小屋に到着。 
今日は山頂に 
行くのはよし 
 

 

 

岩手県最高峰、日本百名山、 
複成火山､｢ふるさとの山に向
ひて言ふことなし ふるさとの
山はありがたきかな ｣の山 

（石川啄木・一握の砂） 
 

日本百名山、高山植物・
花の宝庫、５億年以上前
に海から盛り上がった蛇
紋(ｼﾞｬﾓﾝ)岩の山。これが
貴重な固有種・希少種の
高山植物を育むのだそう
だ。(ウィキぺディアより) 

 
 

 

網針温泉 
♨ 

  
第 1 日目 7 月 23 日：土） 
 夕刻、関西・関東・沖縄の各地から盛
岡に合流し、久しぶりの再開を祝すとと
もに、明日からの安全登山を祈願し乾杯。 

第 2日目 （7月 24 日：日） 
盛岡駅～小田越～早池峰山（はやちねさ
ん）～小田越～盛岡駅～いこいの村岩手 
夏場の休日に 1 便しかないバスに揺ら

れ小田越に到着。地元のボランテイア団
体が、環境を守るために登山者への啓発
を行っている。その主なものは、必ず携帯
トイレを持参するようにとの呼びかけで
ある。靴についた泥も山に持ち込まない
よう落とすように注意していた。この山 
の自然を護りたいという地元の熱意には
感服した。木立の中をしばらく歩くと一
斗缶がぶらさがっている。かなり叩かれて凹 

（まるごと館野菜生産者) 
佐野忠厚さん 

 

待ちに待った恒例登山 

mailto:yawata@marugotokan.net
http://marugotokan.net/
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%B3%E5%B7%9D%E5%95%84%E6%9C%A8
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＜パソコン教室＞  基本的には毎週月曜日 10 時～12 時です 
９月５日、12 日、19 日、26 日 講師 吉田恒夫さん パソコンを持って来
て下さい。参加費  300 円(コーヒーつき) 
次月は 10 月３日、10 日、17 日、24 日、31 日の予定です。 
＜オカリナクラブ ひまわり＞  楽しめる時に。会費 100 円 

９月７日(水)13 時～ オカリナの練習です。平岡由利子さんを中心 
にゆっくり進んでいます。次は練習時に決まります。 10月は5日(水)です 

<パッチワーク講習会 うさぎ>   
９月８日(木)13 時 30 分～  講師 中浦敬子さん  持ち物 針、赤と

黒の太めの糸、ハサミ、鉛筆  参加費 材料費込で 250 円 
<絵手紙講習会>   ちょっとゆったりしませんか。 

９月 14 日 (水)です。午後 1 時 30 分～  特に持ち物は要りません。講師 
森本玲子さん 参加費 400 円(コーヒーつき) 次回は 10 月 12 日(水)です 

<楽しい理科の実験 NO｡９ 電池作りに挑戦しよう> 
９月 23 日(金)13 時 30 分～  講師 木下章司さん  特に持ち物はいりませ
ん。参加費 300 円(コーヒーつき)です。 

<歴史を学ぶ 早わかり八幡の歴史(通史)7> 
９月 16 日(金)13 時 30 分～ 講師 出口修さんです。次回は江戸時代内里村
の５人組帳 2回目です。参加費 100 円 
毎月 1回と考えています。興味ある方どうぞ 初めての方大丈夫です。 
<パッチワーク講習会 ネックウオーマ―>   

10 月６日(木)13 時 30 分～  講師 森山睦さん  持ち物 針、まち針、
糸、ハサミ、ウールの布(72 ㎝×33 ㎝)  参加費 100 円 
＜秋のまるごと市＞  雨天決行    
10 月 16 日(日)９時～13 時 まるごと館と駐車場を使って行います。フリ

ーマーケット 11は募集します。楽しめる時間が共有できる一日を。また、収益
の一部を東日本大震災の被災された方々へと積立しています。 

八幡まるごと館 ９月・10 月の予定   

 

 

第 4日目 （7月 26 日：火） 
8 合目避難小屋～不動平～岩手山山頂
～不動平～お花畑～綱張温泉 
 5 時 出発、今日は快晴。東の空を見
ると、遥か下の方に雲海が広がり、南に
は昨日登った早池峰が頭を出している。
なかなか優美だ。 
  

 

石積みのように固まった岩石は見事
だ。溶岩が固まるときにできた節理と
は言え、不思議という他はない。 
お花畑到着。木道が整備されている 

が、水がない。コバイケソウの群落が見
られる場所だが、すでに花は散り葉も
枯れかかっていて、期待はずれだ。 
 

平岡由利子さんのコンサート曲は｢お
もちゃチャチャチャ｣｢ジングルベル｣
｢あわてんぼうのサンタクロース｣｢遠
くへ行きたい｣の 4 曲です。8 月は 1
回きりでしたが、9月からあと 7回で
コンサート(12 月 11 日)を迎えます。
それまでにできることを積み重ねま
しょうね。だんだん舞台慣れしてくる
私たちですね。 
 
 
 
 

8 月はたくさん休みました。9 月から 
 

 本格的に始動です。どうぞよろしく
お願い致します。(うえたに じゅんこ) 
 

＜あんなこと・こんなこと＞ 

 

８月にこんなことしました 

 <オカリナクラブ ひまわり 8 月 3 日> 

 
 

さって、解説を受ける形で進められまし
た。ひとりではあきらめてしまいそうで
すが。幕府の民衆統制のために日々の 
 

 

生活にまで立ち入った、今では考えられ
ない内容でしたが・・・。それからはみ
だす人は村八分のような扱いをうけた
のでしょうか。 
 

<早わかり八幡の歴史６ ８月 24 日> 

途中、大地獄谷を通過する。硫黄の匂いがす
る。名前が示す通り火山性ガスの影響で樹木
が枯れて、殺伐とした光景だ。ガスが発生しだ
したので網張温泉へと急ぐ。 
温泉に入る前にビールで喉をうるおす。無事に

下山できたことに感謝しながら乾杯！！ 
山に登って感動。無事に下山 
して、仲間に家族に感謝。   
来年もまた感動と感謝。 

佐野忠厚さんの登山記。この日に備え、日々 準備をさ 
れていました。高山植物の写真いいですね。少しは登 
山の雰囲気を味わって頂けたでしょうか。忠 
厚さん本当にありがとうございました。それにして 
も乾杯がとても多いですね。 

この日は江戸時代
八幡内里村の5人組
帳(古文書から)の 1
文 1文を、出口修さ
んが読み込んで下
さ 
 
 

 
お花畑木道 

 
ギンリョウソウ 

 
鬼が城 

 
岩場に咲き乱れるコマクサ 

雲海と早池峰山 

を背に写真を撮ろう」と口にした。 
 

火口の縁を巡っ
て、東側から山
頂方向を見る
と、火口の山が
あるものに似て
いる。誰かが
「おっぱい山 
 

 

 

 

 

 

我々 が歩き出すと、小屋の管理人がカ～ンカ～ンと
鐘を叩いて見送ってくれた。そこに「感謝と感動」の
看板があった。鐘の音を聞いて、それを実感した。不
動平到着。ザックを置いて、身軽な格好で
岩手山山頂を目指す。眼前には大きな山の
斜面がド～ンと控えている。 
 

 
 

不動平で
朝食を済
ませ、お花
畑に向か
い出発。鬼
が城を左
に見なが
ら進む。 

 

 

 

 

 

と、そこかしこに、高山植物の女王と言われ
ているコマクサが可憐に咲き乱れている。 

砂礫を踏みし
めながら一歩
一歩登る。30 分
程でお鉢の縁
に到着。噴火口
の中にも高い
山がある。 
縁を歩いてゆく 

 

 

 

 

 

小屋の前には湧き水がある、下界から持参し
たトマト・ビールを冷やし無事を祝す。 

火口の山 

6 時 30 分山頂（2026ｍ）到着。快晴、 
360度の大パノラマ。 

 

◎ 

＊ 


